


















　

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
六
千
羽
近
く
の
白
鳥
が
飛
来
す
る
瓢
湖
は
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
種
類
を
超
え
る
多
く
の
水
鳥
の
飛

来
す
る
貴
重
な
水
辺
と
し
て
二
〇
〇
八
年
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
よ
る
保
護
地
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

　

問
合
先

：

〇
二
五
〇
ー
六
二
ー
二
六
九
〇
（
瓢
湖
管
理
事
務
所
）

 

瓢
湖

作品に
まつわる
ご紹介















 

金き
ん

魚ぎ
ょ

台だ
い

輪わ

　

金
魚
台
輪
は
、
明
治
の
中
頃
に
考
案
さ
れ
た
と
伝
わ
る
郷
土
玩
具
で
、
小
さ
な
子
ど
も

が
、
夏
の
夕
暮
れ
に
、
車
の
付
い
た
金
魚
の
形
の
ぼ
ん
ぼ
り
に
ろ
う
そ
く
を
灯
し
て
引
き

ま
わ
し
て
遊
び
ま
し
た
。
ま
つ
り
に
登
場
す
る
大
き
な
金
魚
台
輪
に
は
、
各
町
内
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
合
先

：

〇
二
五
四
ー
二
六
ー
六
七
八
九
（
新
発
田
市
観
光
協
会
）

作品に
まつわる
ご紹介

















 

新
発
田
ま
つ
り

　

新
発
田
ま
つ
り
の
台
輪
は
、
享
保
一
一
年
、
六
代
藩
主
溝
口
直
治
の
、
諏
訪
神
社
の
祭

礼
に
飾
り
人
形
屋
台
を
出
す
よ
う
に
と
の
お
ふ
れ
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

つ
し
か
な
い
前
輪
が
特
徴
の
三
輪
の
新
発
田
の
台
輪
に
は
、
激
し
い
「
あ
お
り
」
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
先
人
の
技
が
巧
み
に
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
合
先

：

〇
二
五
四
ー
二
六
ー
六
七
八
九
（
新
発
田
市
観
光
協
会
）

作品に
まつわる
ご紹介
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